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最
近
「
異
常
気
象
」
と
い

う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
。
地
球
温
暖
化
が
原
因
と

も
言
わ
れ
、
従
来
の
経
験
や

常
識
か
ら
予
測
が
出
来
な
い

よ
う
な
豪
雨
や
突
風
、
寒
暑

な
ど
が
発
生
し
て
お
り
、
各

地
で
土
砂
災
害
や
河
川
決
壊

が
引
き
起
こ
さ
れ
、
消
防
隊

員
が
活
動
し
て
い
る
ニ
ュ
ー

ス
や
映
像
を
目
に
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
消
防
は
従
来
、

市
町
村
消
防
と
し
て
火
災
や

救
急
等
の
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
災

害
を
対
象
に
組
織
が
整
備
さ

れ
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ
う

し
た
大
規
模
な
自
然
災
害
の

前
で
は
、
地
方
の
小
さ
な
消

防
本
部
で
は
能
力
の
限
界
を

超
え
る
場
面
も
多
々
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

緊
急
消
防
援
助

隊
な
ど
の
公
的
制

度
も
重
要
で
す
が
、

隣
接
自
治
体
の
担

当
課
や
消
防
本
部

間
で
の
危
険
情
報

の
共
有
や
合
同
訓

練
な
ど
、
日
頃
か

ら
の
交
流
も
大
切

と
思
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
滋
賀

県
は
、
琵
琶
湖
で
東
西
に
分

断
さ
れ
て
い
る
た
め
県
全
体

で
消
防
力
を
一
体
化
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
り
、
ま
た
周

囲
が
山
で
囲
わ
れ
て
い
る
た

め
他
府
県
と
の
交
通
網
が
遮

断
さ
れ
や
す
い
た
め
、
非
常

時
に
消
防
隊
を
対
岸
に
輸
送

す
る
湖
上
交
通
の
確
保
や
、

道
路
復
旧
等
の
各
行
政
機
関

や
民
間
業
者
と
の
日
頃
か
ら

の
連
携
・
体
制
整
備
も
、
併

せ
て
重
要
な
課
題
で
す
。

滋
賀
県
消
防
職
員
連
絡
会

会
長　

江
川
文
男

賃
金
要
求
を
生
計
費
原
則
で

昨年度の県内アンケートの結果抜粋

　

滋
賀
自
治
労
連
・
栗
東
市

職
の
池
内
亮
太
で
す
。
こ
の

度
、
自
治
労
連
青
年
部
書
記

長
、
中
央
執
行
委
員
（
青
年

部
）
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
に
入
所
し
て
４
年

目
で
、
組
合
活
動
に
お
い
て

は
、
お
き
プ
ロ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
、

青
年
自
治
研
、
他
の
単
組
と

の
交
流
に
も
積
極
的
に
参
加

を
し
て
き
ま
し
た
。
組
合
に

つ
い
て
知
識
不
足
な
と
こ
ろ

も
あ
り
、
不
安
も
あ
り
ま
す

が
、
栗
東
市
の
青
年
部
か
ら

自
治
労
連
青
年
部
長
と
し
て

活
躍
さ
れ
、
ま
た
副
部
長
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
偉
大

な
先
輩
方
に
助
け
て
頂
き
な

が
ら
、
本
部
に
青
年
の
思
い

を
し
っ
か
り
伝
え
、
次
の
世

代
に
も
バ
ト
ン
を
渡
せ
る
役

員
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

全
国
の
青
年
の
代
表
と
し

て
、
全
国
の
青
年
の
思
い
、

力
を
つ
な
げ
、
各
職
場
で
の

働
き
や
す
い
環
境
と
な
る
よ

う
に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

池内亮太さん

青
年
の
思
い
伝
え
、
次
の

世
代
に
バ
ト
ン
渡
し
た
い

　

豊
郷
町
職
労
は
昨
年
度

の
要
求
運
動
の
中
で
、
正

規
職
員
が
一
旦
退
職
し
て

嘱
託
職
員
と
し
て
引
き
続

き
再
雇
用
さ
れ
る
場
合
の

年
次
有
給
休
暇
の
引
継
を

勝
ち
取
り
、
対
象
者
か
ら

は
「
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
あ

き
ら
め
て
い
た
が
、
い
き

な
り
40
日
に
増
え
た
の
で

助
か
っ
た
」
と
喜
び
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

賃
金
確
定
闘

争
の
ヒ
ン
ト

　

今
年
の
人
事
院
勧
告
は
、
表
向
き
は
「
３
年

連
続
の
プ
ラ
ス
勧
告
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
上
げ
幅
は
ご
く
わ
ず
か
で
、
中
堅
～
ベ
テ

ラ
ン
層
・
管
理
職
層
の
中
に
は
、
給
料
表
上
で

の
昇
給
額
が
現
給
保
障
の
水
準
下
に
埋
も
れ
て

し
ま
い
、
実
質
の
賃
上
げ
が
０
円
と
い
う
事
態

さ
え
招
い
て
い
ま
す
。
物
価
の
上
昇
は
じ
め
、

医
療
費
・
教
育
費
、
公
共
料
金
な
ど
家
計
へ
の

負
担
増
に
、「
賃
上
げ
が
追
い
付
い
て
い
な
い
」、

「
ほ
と
ん
ど
上
が
っ
て
い
な
い
」、「
実
質
ゼ
ロ
勧

告
だ
」
と
い
う
声
が
各
地
で
わ
き
起
っ
て
い
ま

す
。
組
合
は
、
生
計
費
原
則
に
基
づ
く
秋
の
要

求
運
動
を
す
す
め
る
た
め
、「
働
く
み
ん
な
の

要
求
・
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
職
場
の
皆
さ
ん
の
声
を
ア
ン
ケ
ー
ト

に
反
映
し
て
く
だ
さ
い
。

　

滋
賀
自
治
労
連
は
９
月
14
日
、

滋
賀
県
人
事
委
員
会
事
務
局
を

訪
問
し
、
８
月
８
日
の
人
事
院

勧
告
（
国
）
を
絶
対
視
す
る
の

で
は
な
く
、
県
の
勧
告
が
も
つ

社
会
的
役
割
や
影
響
力
を
十
分

に
踏
ま
え
、
生
計
費
原
則
は
じ

め
地
方
公
務
員
法
に
定
め
ら
れ

た
諸
原
則
に
基
づ
き
、
県
独
自

の
積
極
的
な
賃
金
改
善
勧
告
を

行
う
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

　

要
請
の
中
で
、
大
津
市
労
連

は
独
自
の
賃
金
削
減
提
案
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、「
地

域
手
当
の
支
給
割
合
が
既
に
上

限
ま
で
達
し
て
い
る
た
め
、
地

域
手
当
で
は
も
は
や
官
民
格
差

の
是
正
や
緩
和
は
で
き
な
い
。

【
水
準
調
整
】
は
じ
め
、
大
き

な
影
響
力
を
持
つ
県
の
改
善
勧

告
に
期
待
し
て
い
る
」
と
、
職

場
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
豊
郷
町
職
労
も
要
請

書
を
手
渡
し
、「
県
勧
告
は
市

町
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
福
祉

協
議
会
や
病
院
・
介
護
な
ど
の

公
共
職
場
や
地
域
経
済
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
る
。
と
く
に

地
域
手
当
が
な
い
市
町
に
と
っ

て
、
住
民
説
明
の
根
拠
と
な
る

県
の
改
善
勧
告
は
、
地
域
間
格

差
の
改
善
や
人
材
確
保
の
点
か

ら
も
期
待
し
て
い
る
」
と
、
地

域
の
声
を
届
け
ま
し
た
。

県
人
事
委
員
会
へ
職
場
の
思
い
届
け
る

県独自の積極的な賃金改善勧告を行うよう
滋賀県人事委員会に要請＝９月１４日
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◎
家
庭
菜
園
で
２
日
に
１
回

ゴ
ー
ヤ
が
と
れ
ま
す
。
薬
だ
と

思
っ
て
が
ん
ば
っ
て
食
べ
て
ま

す
。（

西
井
洋
平
　
滋
賀
県
職
）

◎
勤
め
て
41
年
目
！
長
い
な
ぁ

～
。
毎
日
が
感
謝
で
す
。
あ
り

が
と
う
。
今
年
も
暑
か
っ
た

な
ぁ
～
。

（
南
　
陽
子
　
滋
賀
県
職
）

◎
蝉
の
声
か
ら
鈴
虫
の
声
に
変

わ
り
、
朝
・
晩
は
少
し
ず
つ
過

ご
し
や
す
く
な
り
、
も
う
す
ぐ

秋
が
訪
れ
そ
う
で
す
。

（
齋
藤
篤
志
　
日
野
町
職
労
）

◎
原
発
・
核
の
な
い
世
界
へ
。

な
ぜ
武
力
増
強
で
し
か
主
張
で

き
な
い
国
が
多
い
の
か
分
か
ら

な
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
澤
村
光
　
彦
根
愛
知
犬
上
広

域
行
政
組
合
職
員
労
働
組
合
）

　
ア
メ
リ
カ
の
高
齢
者
施
設

で
と
も
に
暮
ら
し
て
い
た
妻

を
看
取
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
ゼ

ブ
。
妻
の
死
後
は
認
知
症
の

症
状
が
進
ん
で
い

ま
し
た
。
あ
る

日
、
彼
は
友
人

マ
ッ
ク
ス
か
ら
一

通
の
手
紙
を
渡
さ

れ
ま
す
。
そ
こ
に

書
か
れ
て
い
た
の

は
、
マ
ッ
ク
ス
と

ゼ
ブ
が
ア
ウ
シ
ュ

ビ
ッ
ツ
収
容
所
の

生
存
者
で
あ
る
こ

と
、
家
族
を
あ
る

ナ
チ
ス
兵
に
殺
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
そ
の
男
の
現
在
の
名
は

ル
デ
ィ
・
コ
ラ
ン
ダ
ー
。
終

戦
後
は
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、

ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
の
罪
を
逃
れ

た
と
い
い
ま
す
。記
憶
が
蘇
っ

た
ゼ
ブ
は
、
コ
ラ
ン
ダ
ー
へ

の
復
讐
の
旅
に
出
ま
す
―
―
。

　
主
演
の
ゼ
ブ
を
演
じ
る
の

は
、
60
年
代
の
映
画
『
サ
ウ

ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
』
で
ナ
チ
ス
の
迫
害
か
ら

逃
れ
て
亡
命
す
る
オ
ー
ス
ト

リ
ア
人
貴
族
を
演
じ
た
ク
リ

ス
ト
フ
ァ
ー
・
プ
ラ
マ
ー
で

す
。

　
10
月
28
日
よ
り
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

シ
ネ
マ
ズ 

シ
ャ
ン
テ
ほ
か

全
国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
。

１
　
よ
い
っ
ぱ
り
の
…
…
寝
坊

２
　
名
所
や
温
泉
を
…
…
旅
行

３
　
な
す
科
の
赤
い
野
菜

４
　
あ
た
ま
テ
カ
テ
カ
…
ド
ラ
え
も
ん

５
　
Ｅ
Ｕ
の
主
な
通
貨
単
位

６
　
９
月
は
長
月
、
10
月
は
？

９
　
…
…
情
緒
あ
る
建
物

11
　
学
生
な
ど
が
す
る
内
職

13
　
大
蔵
（
い
ま
は
財
政
）
大
臣
の 

　
　
別
称
は
？

15
　
原
因
…
…
。
行
方
…
…

16
　
ふ
つ
う
の
人
が
住
む
家

（
応
募
方
法
）

　
ハ
ガ
キ
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。
答

え
、
住
所
、
氏
名
、
単
組
名
、

職
場
の
で
き
ご
と
、
話
題
、
家

族
の
た
よ
り
な
ど
、
ひ
と
こ
と

お
書
き
く
だ
さ
い
。

（
送
り
先
）

〒
５
２
０
ー
０
０
５
１

大
津
市
梅
林
一
丁
目
３
ー

３０

こ
う
ぜ
ん
ビ
ル
１
Ｆ

滋
賀
県
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合

ＦＡＸ
０
７
７
（
５
２
７
）
５
５
２
２

（
締
切
）
十
月
十
三
日

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
図
書

券
を
進
呈
し
ま
す
。

《
２
５
９
号
の
パ
ズ
ル
当
選
者
》

南
　
陽
子
・
中
西
　
恵
（
滋
賀

県
職
）、
清
水
拓
也
・
西
田
后

里
（
大
津
市
労
連
）　
米
田
武

己
・
松
宮
　
泉
（
彦
根
愛
知
犬

上
行
政
組
合
職
労
）

《
応
募
数
と
正
解
》

応
募
総
数
は
26
通
。
正
解
は
、

「
ジ
ュ
ウ
ゴ
ヤ
」
で
し
た
。

17
　
人
や
物
が
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ

19
　
魔
女
の
乗
り
物

21
　
小
説
に
添
え
る
イ
ラ
ス
ト

23
　
…
…
の
上
に
も
３
年

25
　
釣
り
…
…
。
ク
モ
の
…
…

手
紙
は
憶
え
て
い
る

ア
ト
ム
・
エ
ゴ
ヤ
ン
監
督

「
手
紙
か
ら
始
ま
る
老
人
の
旅
」　

１　♪夕焼け小焼けの……
５　天井の反対語
７　秋を代表する魚
８　トランプ札の 12
10　売り……に買い……で
　　口げんかが始まる
12　太陽をとりまくガス層
13　ターザンの乗り物？
14　体に着るもの
16　日常の用に使う……印
17　人生…古来稀なり
18　株式会社設立の……金
　　は１円でもＯＫです
20　世界文化……に登録さ
　　れた国立西洋美術館
22　ヌリカベや子泣き爺
24　材料。建築……
26　太公望が見つめます
27　かげ絵のことです

【問題】　二重ワクの文字を、Ａ～Eの順に並べてできる言葉は、なに？

　
初めて全国交流集会に参

加しました。第１日目は保
育士によるオープニングダンス

から始まって、ピアノ演奏があり
会場全体で合唱をしました。その後、

木村先生による、立憲主義って何だ？の講演会は憲
法の本を見ながら勉強をしました。第２日目はいくつ
かあるテーマの中で自治体労働者の仕事と責任の講座
を選びました。黒板にわかりやすく説明していただ
き、ひとごとではないと感じました。充実した２

日間でした。来年は愛知で開催されます。機会
があればまた参加をしたいです。

大津市労連　松野さとみ

育児休業代替の正規職
員配置を実現された某市

職労の報告がありました。私
たちの職場においても切実な願

いです。安心して産休・育休を取
得するために、また男性も女性もすべての職員が
仕事と家庭を両立して、笑顔で安心して働き続け
られる職場をめざして粘り強い運動をしていくこ
とが大切だと再確認しました。全国から集まっ
た公務職場で働く女性の熱い思いに刺激をも

らった２日間でした。これからの活動に繋
げていきたいと思います。

日野町職労　柚木 ふみ子

日
米
合
同
演
習
反
対

9.11
「
あ
い
ば
野
大
集
会
」

　

ふ
る
さ
と
を
ア
メ

リ
カ
軍
に
使
わ
せ
な

い
滋
賀
県
連
絡
会

（
ふ
る
さ
と
連
）
主

催
の「
戦
争
法
廃
止
、

日
米
合
同
演
習
反
対

９
・
11
あ
い
ば
野
大
集
会
」
が
９

月
11
日
、
高
島
市
今
津
町
・
住
吉

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
に
は
県
内
外
か
ら
７
８
０

人
が
参
加
し
、
伊
波
洋
一
参
院
議

員
、
宮
本
岳
史
志
衆
院
議
員
ら
多

く
の
来
賓
が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

戦
争
法
に
よ
り
、
南
ス
ー
ダ

ン
へ
の
駆
け
つ
け
警
護
な
ど
、

海
外
で
自
衛
隊
員
が
殺
し
殺
さ

れ
る
危
険
に
さ
ら
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
情
勢
の
も
と
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
参
加
の
広
が
り
を

見
せ
ま
し
た
。

　

集
会
後
、
参
加
者
は
市
街
地

を
デ
モ
行
進
し
、
戦
争
法
廃
止

や
日
米
合
同
演
習
反
対
を
訴
え

ま
し
た
。

暑
い
中
で
も
元
気

よ
く
集
会
成
功
へ

　「第 36 回自治体にはたらく女性の
全国交流集会」が 9 月 3 日～ 4 日、
京都市内で開催され、滋賀自治労連

からは３０人、全体で６５０人が参
加し、楽しく学び交流しました。参
加者の感想を紹介します。

殺し殺される
訓練許すな !!

第３６回自治体にはたらく
女性の全国交流集会 in京都

　

憲
法
学
者
の
木
村
草
太
教
授

（
首
都
大
学
東
京
）
は
記
念
講

演
の
中
で
、
安
全
保
障
関
連
法

（
戦
争
法
）
の
矛
盾
や
問
題
点

を
指
摘
し
、「
も
し
ゴ
ジ
ラ
が

日
本
を
攻
撃
し
た
ら
ど
の
よ
う

な
法
律
に
も
と
づ
い
て
対
応
で

き
る
か
」
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
も

交
え
な
が
ら
楽
し
く
、
分
か
り

や
す
く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、「
安
保
法
に
反
対
す
る
人

た
ち
は
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
で
自
衛

隊
が
武
力
行
使
の
危
険
に
晒
さ

れ
る
と
よ
く
言
う
が
、
国
際
法

上
、
武
力
行
使
と
は
国
家
に
対

し
て
行
う
も
の
で
あ
り
間
違
っ

て
い
る
」
な
ど
、
正
確
な
知
識

を
も
っ
て
運
動
を
行
わ
な
い
と

感
情
論
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う

と
指
摘
し
ま
し
た
。

戦
争
法
で
記
念
講
演

木村草太教授

集
会
で
は


